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            ３．授業改善のヒント               

 

STAGE 1 目標の設定 ～CAN-DOリスト～ 

 

 

 
 

（１）CAN-DO リストとは 

英語力を育成するためには、授業で「生徒が身につける力」を明確にすることが重要です。それは

「三人称単数現在形の文が書ける」や「動名詞の使い方を理解することができる」というようなことでは

なく、実際の場面において、英語を使って何ができるかを明確化するということです。 

CAN－DO リストとは、こうした考えを踏まえて、英語の学習到達目標について、４技能を用いて

「～することができる」という形で学習段階ごとに整理した一覧です。各中・高等学校が、学習指導要

領に基づき、生徒に求められる英語力を達成するため、学校の状況や生徒の実態等に応じて設定し

ます。CAN-DO リストの形での学習到達目標は、観点別学習状況の評価における４つの観点のうち、

「外国語表現の能力」及び「外国語理解の能力」について設定します（下図参照）。 

 

 

 

 

 

 
 

 

（２）CAN-DO リスト作成のねらい 

教科書の内容を教えることに精一杯になっていると、語句や文法事項の習得が目的になり、「最終

的にどのような生徒を育てたいのか」ということを見失ってしまうことがあります。「教科書を教えるのではな

く教科書で教える」という言葉がありますが、CAN-DOリスト作成のねらいは、教科書等を用いて、生徒

が「何ができるようになるのか」を明らかにしながら、次の視点で授業を実施することにあります。 

ＣＡＮ－ＤＯリストの形での学習到達目標の設定 

（話すこと、書くこと） （聞くこと、読むこと） 

 
POINT 
 

 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 

 

外国語表現の能力 

 

外国語理解の能力 
言語や文化についての

知識・理解 
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○ 生徒が身につける能力を明確化し、指導と評価の改善に利用する。 

○ ４技能を総合的に育成し、自らの考えを伝える能力、思考力・判断力・表現力を養う。 

○ 教員と生徒が目標を共有することで、生徒が主体的に学習する態度・姿勢を身につける。 

 

研究協力校では、洋書を活用した英語学習の研究を行うにあたり、下記のような CAN-DO リスト

を作成・活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考資料＞ 

①各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DO」リストの形での学習到達目標設定のための

手引き（平成 25年３月 文部科学省） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/1332306.htm 

②大阪版 英語 CAN-DO リスト（平成 27年 11月） 

http://www.osaka-c.ed.jp/contents_links/forteacher_top.html 

       ※パスワードが必要です 

 

 

 

 

 

 


